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「
小
野
よ
し
み
を
励
ま
す
集
い
」

が
、
ゲ
ス
ト
に
新
垣
邦
男
副
党
首

を
迎
え
、
前
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う

に
暖
か
く
晴
れ
わ
た
り
絶
好
の
日

和
の
二
月
十
一
日
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
励
ま
す
集
い
に
は
五
十
名

を
超
す
支
援
者
そ
し
て
党
員
・
家

族
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
厳
し
い
選
挙
戦
の
な
か
で
立

候
補
を
決
意
し
た
小
野
よ
し
み
候

補
を
、
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
何

と
し
て
も
勝
利
を
つ
か
も
う
！
」

と
、
久
原
県
連
合
代
表
が
挨
拶
。

　
沖
縄
を
早
朝
出
発
さ
れ
た
新
垣

邦
男
副
党
首
は
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
や
米
軍
に
よ
る
騒
音
被
害
、

環
境
汚
染
と
沖
縄
県
民
の
声
を
全

く
聞
こ
う
と
し
な
い
自
公
政
権
。

 「
国
会
で
の
憲
法
審
査
会
で
は
野

党
が
憲
法
を
守
る
こ
と
を
主
張
す

れ
ば
、
自
公
の
委
員
と
一
部
の
野

党
の
委
員
が
怪
訝
な
顔
を
す
る
と

政
府
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
た

が
、
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
自
公

政
権
を
変
え
る
こ
と
が
何
よ
り
必

要
な
こ
と
。
変
え
る
た
め
に
は
地

方
議
員
を
一
人
で
も
多
く
当
選
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
訴

え
ら
れ
「
小
野
よ
し
み
」
候
補
を

激
励
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
よ
し
み
を
励
ま
す
集
い
に

 　
五
十
名
を
超
す
参
加
者

「小野よしみ」を励ます集いを開催します

沖
縄
よ
り
新
垣
副
党
首
が
！

  「
小
野
よ
し
み
候
補
」
は
、
改
め

て
厳
し
い
闘
い
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
必
死
で
頑
張
り
ま
す
。

急
逝
さ
れ
た
岡
部
先
輩
の
思
い
も

胸
に
市
内
を
走
り
回
り
ま
す
。
と

訴
え
、
参
加
者
の
温
か
い
励
ま
し

を
受
け
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
、
大
分
市
選
挙
区

の
現
況
が
報
告
さ
れ
、
定
数
十
三

名
に
現
職
九
名
、
新
人
十
一
名
の

立
候
補
予
定
。
労
働
組
合
の
支
援

は
全
く
な
い
。
誰
に
も
遠
慮
は
い

ら
な
い
。
票
の
拡
大
に
頑
張
ろ
う

と
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い

多
く
の
有
権
者
に
声
か
け
て

　
去
る
二
月
十
一
日
、
社
民
党
副

党
首
「
新
垣
邦
男
衆
議
院
議
員
」

を
お
招
き
し
「
小
野
よ
し
み
を
励

ま
す
集
い
」
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
投
票
日
ま
で
二
ヶ
月
を
切
り
、

全
党
員
の
み
な
さ
ん
が
私
の
た
め

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
も
連
日
、
朝
夕
街
頭
で
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
全
て
や
り
抜
く
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
集
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
帰
り
際
に

戴
い
た
、
熱
い
励
ま
し
の
お
言
葉

と
握
手
の
温
も
り
は
一
生
忘
れ
ま

せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
岸
田
政
権
の
市
民
生
活
を
置
き

去
り
に
し
た
政
治
に
地
方
か
ら
怒

り
の
声
を
、
そ
し
て
地
方
自
治
体

か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
政
策
実

現
の
た
め
、
残
さ
れ
た
時
間
を
悔

い
な
く
闘
い
抜
い
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
ま
で
の
お
力
添
え
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

                     　
小
野
よ
し
み

力強いみなさんの必勝にむけての団結頑張ろう !

�

故岡部日出人氏
小野よしみ候補

県連合代表久原和弘　　　副党首新垣邦男
開会前 全員で黙祷を捧げました 立候補の決意を熱く語る

本
部
選
対
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
馬
場　
徳
明
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党員・党友 登場！

　今（２月 18日）日出台で日米軍事演習が行わ
れています。大砲の音が大分市内まで響き渡りま
す。今回は今までになく、国・アメリカの予告も
説明もなく日本・アメリカの横暴が目立ちます。
　新たな戦前の始まりであると誰かが言っていま
したが、憲法を蔑ろにする政府自民党は、アメリ
カの言いなりとなり、日本の防衛費は 2023 年か
ら５年間で総額 43兆円とし（GDP２％超）アメ
リカの兵器を瀑買いして軍拡の道まっしぐら！
世界で戦争、紛争が起きる
たびにアメリカの軍需産業
は大儲け！紛争による犠牲
者の数は増える一方、武器
を送り続けることで軍需産
業や大国が儲かる仕組みが
変わらない限り平和は訪れ
ない。
　今、わたしはこのアメリカ一辺倒の自民党政権
に対し諦めるのではなく、もっともっと怒りの声
を上げていく時ではないかと思います。
　マスコミの一般市民を騙すような報道、しっか
り正しい情報を知り、真実はどこにあるのか理解
しなければなりません。憲法９条の力を信じ、平
和への思いを諦めない！そして、まだできること
はある。みなさん頑張りましょう！

戦争への道stop!
。
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敷
戸
団
地
裏
の
曲
り
側
道
路
は
、
通

行
量
が
多
い
が
狭
く
て
舗
装
も
良
く
な

か
っ
た
の
で
、
十
数
年
前
か
ら
県
や
市

に
改
善
要
求
し
て
い
た
が
、
「
財
源
が

な
い
」
の
一
言
で
解
決
が
で
き
な
か
っ

っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
五
年
前
、
自
治
会
役
員
か

ら
全
面
改
装
す
る
と
の
周
知
が
あ
っ
た

費
用
は
自
衛
隊
が
全
額
負
担
す
る
。
自

衛
隊
の
条
件
は
「
緊
急
時
に
は
使
用
す

る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
住
民
は
、
な
ん
で
自
衛
隊
が
全
額
負

担
す
る
の
か
と
疑
問
も
あ
っ
た
が
、
道

路
が
広
く
な
る
な
ら
良
い
か
と
安
易
に

考
え
て
い
た
。

　
工
事
が
始
ま
り
二
月
十
五
日
に
八

 
大
分
敷
戸
分
屯
地
に

　

      
大
型
弾
薬
庫
！

。
　
割
程
度
ま
で
進
ん
だ
。
写
真
の
よ
う

に
快
適
な
道
路
と
な
り
喜
ん
だ
矢
先
、

二
月
十
六
日
付
、
大
分
合
同
新
聞
に
左

記
の
記
事
が
載
っ
た
。

「
こ
れ
が
自
衛
隊
の
真
の
目
的
だ
っ
た

の
か
！
」
と
愕
然
と
し
た
。
同
時
に
、

私
た
ち
住
民
の
安
易
な
目
先
の
要
望
と

自
衛
隊
の
長
期
の
目
標
の
差
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。

　
鴛
野
校
区
の
連
合
会
長
「
付
近
は
住

宅
や
ア
パ
ー
ト
が
並
ぶ
。
ミ
サ
イ
ル
が

あ
る
と
有
事
に
狙
わ
れ
る
。
住
民
の
安

全
を 

最
優
先
に
、
丁
重
に
説
明
を
」
と

　
　
訴
え
て
い
る
。
全
く
同
感
だ
。

　
　
敷
戸
弾
薬
庫
は
今
ま
で
小
銃
や
戦

　
　
車
な
ど
の
弾
薬
な
ど
が
対
象
だ
っ

　
　
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
大
型
弾
薬     

　
　
庫
は
他
国
領
土
の
ミ
サ
イ
ル
基
地       

　
　
な
ど
を
破
壊
す
る
長
距
離
ミ
サ
イ

　
　
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
等
の
保
管
庫
の

　
　
新
設
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
私
た
ち
は
、
今
回
を
教

　
　
　
　
　
　
訓
に
「
道
路
と
大
型
弾

　
　
　
　
　
　
薬
庫
」
は
切
り
離
し
て

　
　
　
　
　
　
県
、
市
、
地
元
自
治
会

　
　
　
　
　
　
と
共
に
対
応
を
協
議
し

　
　
　
　
　
　
て
い
き
た
い
。

沖縄の公道を走る米軍戦車

　　敷戸団地内の道路
戦車を走らせてはならない

　                              去る２月9日、尊敬してやまな
　　　　　　　　　　い岡部さんが逝去したとの悲報 　
　　　　　　　　　　に接しました。電話で話をしてか
　　　　　　　　　　ら１週間後のことでした。
　　　　　　　　　　「入院したから２月11日の小野よ
　　　　　　　　　　よしみを励ます集いに参加出来な
　　　　　　　　　　いかもしれない」とのことでした
　これまでも大病を患いましたが、不屈の精神で元気に
なって一緒になって活動した岡部さんだから、すぐに元
気になってくれるものと思っていましたが、その願いは
届きませんでした。残念で仕方ありません。
　顧みますと岡部さんとの付き合いは、私が社会党に入
党してからなので30数年になります。人の面倒見が良
く、何事にも嫌な顔をすることなく寓直に取り組む姿は
決して忘れません。特に選挙の時には、車両が走るコー
ス作成や案内は右にでるものがいないくらいに大分県内
を熟知していました。私も何度も自身の選挙の時には大
変お世話になりました。私のゴルフコンペには欠かさず
参加していただき楽しいひと時を過ごしました。
　思い出を語ればつきません。これ
まで大変お世話になりました。志半
ばで亡くなりました岡部さんの遺志
を引き継いで、今回の県議選を勝利
し、良い報告ができるように皆さん
と共に頑張りたいと思います。
　　　　　　

故 岡部日出人さんを
         偲んで

大分市議会議員　高野 博幸

選挙車両長で頑張ってくれた
故 岡部日出人さん

文
責　
二
村
誠
一

。


